
 

 

 

 

 

 

  
 前期生徒会スローガン『虹輝（こうき）～思いやりの心とともに～』から 
 

後期生徒会スローガン『信華（しんか）～思いやりを行動に～』へ 

しっかりと引き継がれました！ 

1２月６日（水）午後、第 2回生徒総会（前期の総括と後期活動方針）がオンラインで開催されました。今回は 

感染症拡大予防対策のため、昨年に引き続き、オンラインで行いました。 

前期の議事では、生活の柱、学習の柱、専門委員会、学年生徒会の活動総括について話し合いました。提案

する生徒、質問・意見をする生徒のどちらも堂々と考えを述べました。３年生はこれまで前期生徒会メンバーを

中心に「虹輝～思いやりの心とともに～」を生徒会テーマに掲げて、活動に取り組んできました。 

前期生徒会メンバーは、思いやりの心をもって自分たちが安心して生活しようと藤沢中学校を創ってきまし

た。そして、これまでの活動に付け加え、新たな気づきや改善点の提案を行い、新生徒会、後輩たちへのバトン

を引く継いでくれました。3年生の皆さん、これまで本当にご苦労様でした。 

そして新生徒会を中心とした 1，2 年生。全体方針は「信華（しんか）～思いやりを行動に～」です。このスロ

ーガンには一人一人が進化（しんか）し、華開いてほしいという願いが込められています。   

私は、人の生き方として、人を尊重し、人のために行動を起こし、人に喜んでもらうことに自分の喜びを重ね

ることが一番尊い価値のある考え方、生き方であると考えています。そういう考え方、生き方を具体的に行動

に移していこうとする素晴らしい「スローガン」であると嬉しく思います。 

このスローガンのもとみんなで知恵を出し合い、今年度の３年生に負けないよう、さらに高みを目指して今後

も生徒会活動が活発になっていくことを期待しています。 

藤沢中が「誰かのために行動できる藤中生」「一人一人の存在が認められる居心地が良い学校」そして「み

んなが誇れる学校」を目指して頑張っていきたいと思います。 

 

後期生徒会スローガン 

・・・・・ 生活の柱 方針 「Base（基本）」 学習の柱 方針 「Step ｕｐ（向上）」・・・・・  
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2 年生 思春期保健講演会『思春期のこころと体』  

 12 月１日(金)に、2 年生を対象に思春期保健講演会を行いました。講師は、「マタニティ相談室くろ

さわ」を経営されている助産師の黒澤真澄先生です。 

 最初に二次性徴について、男女の体の違いについてのお話がありました。思春期ならではの「こころ」

の変化とともに、新しい命を生み出すために「からだ」の心身の変化についてのお話でした。  

また、お母さんのおなかに命が宿ることの奇跡や陣痛が赤ちゃんからの「生まれたい」というサイン

であること、陣痛を乗り越えた赤ちゃんは、ものすごい確率で生まれてきた一人であることなど、「生

命」に関する貴重なお話を聞きました。 

  そして、黒澤先生が何よりも強調したのは、「ストローク」と「ディスカウント」でした。「ストロ

ーク」とは、もらってうれしいものやあげてうれしいもの、「ディスカウント」とは嫌だと思うものです。

例えば言葉です。言葉はほめたり励ましたりもできるけど、暴力にもなります。どちらにしても、自分

から発したものは自分に返ってきます。だから「ディスカウント」は使わずに、「ストローク」を多くし

ましょう。自分を大切にできる人は、相手も大切にできる人です。これから 2年生の中で「ストローク」

がたくさん発せられることを期待しています。 

 

生徒たちの感想から 

今日の講演会を聞いて、赤ちゃんが生まれるまでについて

知ることができました。そして、陣痛はとんでもなく痛い

のは知っていたけど、２０～３０分くらいで終わると思っ

ていたら、１７時間くらいと聞いてとても驚きました。私

は川の湧水を飲んでお腹を壊したことがあったけれど、そ

れも十分痛かったから、その約１０倍の痛みが陣痛らしい

けど、味わいたくないし、考えたくもな  いと思

いました。けれど、お母さんは、そんなすごく辛い思い・

痛い思いをして産んでくれたことを知って、すごく感動し

ました。今後は、私は、まだ反抗期に入っておらず、これ

から入るとしても、お母さんがとても痛い思いをして頑張

って私のことを産んでくれたという感謝は、絶対に忘れて

はいけないことだし、これからは、お父さんももちろん、

お母さんのことを大切にして生きていきたいと思いまし

た。お母さんお父さんと、神様からいただいたこの命を、

大切にして生きていきたいと思います。  

今日の講演会を聞いて、人との違いは「個性」という事が

分かりました。今までよく知らなかった自分の事を、かな

り詳しく知ることができました。講演会の中で特に印象に

残っているのが、人との違いは個性という事です。二つ目

は、よく自分の事を知ることができた事です。今まで親に

対して反抗的な態度をとるのは、良くないことと思ってい

たけど、反抗期は自我の現れという事が分かりました。こ

れからは頑張ってくれた親に対して親孝行をしたいです。  

自分はまだ親に反抗しないけれど、もしするような時期に

なったら自分だけでなく、周りのことも考えて、うまく思

春期の自分と向き合っていきたいです。また、ストローク

とデイスカウントの話では、ストロークをたくさん話す

し、デイスカウントはあまり喋らないようにしたいと思い

ました。自分が分からないことを知ることができました。

最後の映像を見て、自分たちが生きているのは当たり前で

はなく”奇跡“なんだなと思いました。だから、これから

も自分の体・心と向き合って生活していこうと思いまし

た。思春期講演会を行っていただきありがとうございまし

た。 

 今日の講演会を聞いて、人が生まれてくる確率ってすごい事

なんだと改めて実感しました。お母さんがすごく頑張って産ん

でくれたのに中学生になると、反抗期になってしまったりして

いるので、これからは、産んでくれたことに感謝して生活して

いきたいと思いました。 また、相手がどう思っているのかを

考え周囲に気を配れるようにしたいです。これからは相手を思

いやった言葉や言動ができるようにしたいです。 


